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新新年年ああけけままししてておおめめででととううごござざいいまますす。。 
ＪＪＰＰ労労組組新新潟潟連連協協退退職職者者のの会会会会員員、、ごご家家族族のの皆皆ささままににおおかかれれ

ままししててはは穏穏ややかかなな新新年年ををおお迎迎ええののここととととおお慶慶びび申申しし上上げげまますす。。 
昨昨年年をを振振りり返返りりまますすとと元元日日にに発発生生ししままししたた能能登登半半島島地地震震、、そそ

のの後後９９月月のの豪豪雨雨にによよりり能能登登地地方方のの暮暮ららししとと生生業業にに壊壊滅滅的的なな被被害害ををももたたららししままししたた。。能能登登のの極極めめてて異異

例例なな複複合合災災害害へへのの支支援援ををししっっかかりり行行っってて参参りりまますす。。 
ままたた、、原原材材料料価価格格のの高高騰騰やや円円高高がが進進みみ、、依依然然ととししてて物物価価上上昇昇がが続続くく中中でで賃賃上上げげがが十十分分にに進進んんででおお

ららずず、、私私たたちちのの生生活活はは負負担担増増のの影影響響がが続続いいてておおりりまますす。。立立憲憲民民主主党党はは家家計計・・事事業業者者へへのの集集中中的的支支援援

でで所所得得のの底底上上げげをを図図りり、、日日本本経経済済のの再再生生ををししっっかかりり進進めめてて参参りりまますす。。 
日日本本郵郵政政ググルルーーププをを取取りり巻巻くく環環境境ははよよりり一一層層厳厳ししいい状状況況がが続続いいてておおりりまますす。。政政治治的的課課題題がが多多いい郵郵

政政ググルルーーププでですすがが組組合合員員がが安安心心ししてて働働きき続続けけらられれるる環環境境をを構構築築すするるたためめにに、、ししばば慎慎一一議議員員ををははじじめめ

組組織織内内議議員員とと政政策策議議員員フフォォーーララムム議議員員とと連連携携をを図図りり解解決決にに向向けけてて取取りり組組んんでで参参りりまますす。。 
本本年年７７月月執執行行のの第第２２７７回回参参議議院院議議員員選選挙挙にに再再チチャャレレンンジジししまますす。。引引きき続続きき皆皆ささままののごご指指導導ととごご支支

援援ををよよろろししくくおお願願いい申申しし上上げげまますす。。 
結結びびにに、、皆皆ささままににととりりままししてて本本年年がが幸幸多多いい一一年年ととななりりまますすよようう心心よよりりおお祈祈りり申申しし上上げげまますす。。

【【 月月末末小小沢沢後後援援会会加加入入状状況況】】

月月末末ままででにに後後援援会会加加入入おお礼礼状状をを

通通、、郵郵送送ししままししたた。。最最終終集集約約

はは 年年 月月末末ととししてていいまますす。。各各

支支部部共共 ％％集集約約ををややりり切切りりままししょょうう‼‼

““小小沢沢ままささひひとと””

明明けけままししてておおめめででととううごござざいいまますす。。日日頃頃よよりり、、私私にに対対すするる心心強強いいごご支支援援をを賜賜っっ

ていいるるここととにに御御礼礼申申しし上上げげまますす。。新新潟潟連連協協退退職職者者のの会会会会員員ののみみななささままににおおかかれれまま

しててはは、、日日々々、、運運動動にに取取りり組組ままれれてていいるるこことと、、心心よよりり敬敬意意をを表表ししまますす。。

昨昨年年のの衆衆議議院院議議員員選選挙挙ににおおいいててはは、、みみななささままののごご支支援援にによよりり、、我我がが立立憲憲民民主主党党

は大大ききくく議議席席をを伸伸ばばすすここととががででききままししたた。。国国会会のの風風景景もも様様変変わわりりししままししたたがが、、大大

切ななここととはは、、選選挙挙のの結結果果にによよっっててどどののよよううななここととがが起起ここるるののかか、、わわかかりりややすすくく示示

すここととでであありり、、野野田田代代表表をを先先頭頭にに「「熟熟議議とと公公開開」」のの国国会会審審議議にによよっってて政政治治改改革革・・

国会会改改革革をを実実現現ししてていいききまますす。。

私も参議院議員となり３年年目目をを迎迎ええ、、役役割割もも増増ええててききままししたた。。所所属属すするる財財政政金金融融委委員員会会でではは、、野野党党筆筆頭頭

理理事事ととななっったたここととかからら委委員員会会質質疑疑をを充充実実ささせせるる重重責責をを果果たたししてて参参りりまますす。。

本本年年７７月月のの参参議議院院議議員員選選挙挙「「小小沢沢選選挙挙」」はは、、組組合合員員ととごご家家族族ののみみななささままがが安安心心ししてて働働きき暮暮ららせせるる社社会会づづ

くくりり、、事事業業のの将将来来展展望望をを切切りり拓拓くく、、絶絶対対にに負負けけらられれなないい闘闘いいでですす。。私私ももみみななささままととととももにに、、全全力力でで取取りり組組

むむ決決意意でですす。。

今今年年一一年年ががみみななささままににととっってて実実りり多多きき年年ととななるるここととををごご祈祈念念申申しし上上げげ、、新新春春メメッッセセーージジとといいたたししまますす。。

本本年年ももよよろろししくくおお願願いいいいたたししまますす。。
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明明けけままししてておおめめででととううごござざいいまますす。。 
 ＪＪＰＰ労労組組新新潟潟連連協協退退職職者者のの会会会会員員並並びびににごご家家族族のの皆皆ささままににおおかかれれままししててはは、、健健

ややかかなな新新年年ををおお迎迎ええののここととととおお慶慶びび申申しし上上げげまますす。。 
   昨昨年年はは、、年年初初かからら能能登登半半島島地地震震がが発発災災しし、、県県内内ででもも新新潟潟市市西西区区をを中中心心にに各各地地でで
被被害害ががあありりままししたた。。ままたた、、追追いい打打ちちををかかけけるるよよううにに全全国国各各地地ででのの豪豪雨雨災災害害ななどど、、

自自然然災災害害がが頻頻発発すするる年年ととななりりままししたた。。一一日日もも早早いい復復旧旧・・復復興興をを願願ううととこころろでですす。。 
第第５５００回回衆衆議議院院議議員員選選挙挙でではは、、新新潟潟県県おおよよびび長長野野県県ででＪＪＰＰ労労組組がが推推薦薦ししたた候候補補

全全員員のの当当選選をを果果たたすすここととががででききままししたた。。会会員員のの皆皆様様かかららののごご支支援援ごご協協力力にに感感謝謝申申しし上上げげまますす。。あありりがが

ととううごござざいいままししたた。。 
ささてて、、本本年年７７月月施施行行のの第第２２７７回回参参議議院院議議員員選選挙挙ににおおけけるるＪＪＰＰ労労組組組組織織内内候候補補「「小小沢沢ままささひひとと」」並並びび

にに新新潟潟県県選選挙挙区区候候補補「「打打越越ささくくらら」」のの再再選選にに向向けけ、、懸懸命命にに取取りり組組みみをを進進めめてていいるるととこころろでですす。。ここれれかか

ららのの郵郵政政事事業業のの未未来来とと働働くく者者そそししてて県県民民生生活活向向上上ののたためめににもも何何ととししててもも勝勝たたななけけれればばななりりまませせんん。。会会

員員のの皆皆様様ににはは引引きき続続いいててののごご支支援援ごご協協力力をを何何卒卒よよろろししくくおお願願いい申申しし上上げげまますす。。 
本本年年がが会会員員ななららびびににごご家家族族のの皆皆ささままににととっってて幸幸多多きき年年ととななりりまますすととととももにに、、益益々々ののごご健健勝勝ををごご祈祈念念

申申しし上上げげ、、年年頭頭ににああたたっっててののああいいささつつとといいたたししまますす。。 本本年年もも何何卒卒よよろろししくくおお願願いい申申しし上上げげまますす。。 
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すす
。。
平平
素素
はは
、、
ＪＪ
ＰＰ
共共
済済
生生
協協
（（
愛愛
称称
：：
ポポ
スス
トト
ララ
イイ
フフ
））
のの
取取
りり
組組
みみ
にに
ごご
理理
解解
とと
ごご
協協

力力
をを
賜賜
りり
誠誠
にに
ああ
りり
がが
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす
。。

ささ
てて
、、
昨昨
年年
はは
元元
日日
にに
石石
川川
県県
能能
登登
地地
方方
をを
震震
源源
とと
すす
るる
ママ
ググ
ニニ
チチ
ュュ
ーー
ドド

のの
地地
震震

がが
発発
生生
しし
、、
翌翌
日日
にに
はは
、、
羽羽
田田
空空
港港
でで
日日
本本
航航
空空
機機
とと
海海
上上
保保
安安
庁庁
機機
がが
衝衝
突突
・・
炎炎
上上
すす
るる

とと
いい
うう
事事
故故
がが
ああ
りり
、、
波波
乱乱
のの
幕幕
開開
けけ
とと
なな
りり
まま
しし
たた
。。

ささ
らら
にに
、、
能能
登登
地地
方方
でで
はは
９９
月月
にに
もも
豪豪
雨雨
にに
見見
舞舞
わわ
れれ
、、
地地
震震
かか
らら
のの
復復
旧旧
・・
復復
興興
をを
目目

指指
すす
人人
たた
ちち
のの
心心
をを
砕砕
くく
事事
態態
とと
なな
りり
まま
しし
たた
。。

毎毎
年年
のの
よよ
うう
にに
地地
震震
やや
豪豪
雨雨
とと
いい
っっ
たた
災災
害害
はは
全全
国国
各各
地地
でで
起起
きき
てて
いい
まま
すす
しし
、、
日日
本本
だだ

けけ
でで
はは
なな
くく
世世
界界
中中
がが
異異
常常
気気
象象
のの
影影
響響
をを
受受
けけ
自自
然然
災災
害害
がが
頻頻
発発
化化
、、
多多
様様
化化
、、
甚甚
大大
化化

しし
てて
いい
まま
すす
。。
災災
害害
はは
、、
いい
つつ
・・
どど
ここ
でで
おお
きき
てて
もも
おお
かか
しし
くく
なな
いい
とと
いい
うう
状状
況況
はは
本本
当当
にに

身身
近近
にに
感感
じじ
らら
れれ
るる
よよ
うう
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。
万万
がが
一一
へへ
のの
備備
ええ
はは
適適
切切
かか
、、
改改
めめ
てて
ごご
確確
認認

いい
たた
だだ
きき
たた
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。

一一
方方
でで
、、
１１
００
００
年年
ぶぶ
りり
にに
パパ
リリ
がが
舞舞
台台
とと
なな
っっ
たた
オオ
リリ
ンン
ピピ
ッッ
クク
でで
はは
、、
新新
たた
にに
ブブ
レレ

イイ
キキ
ンン
をを
加加
ええ
たた

競競
技技
、、
３３
２２
９９
種種
目目
がが
実実
施施
ささ
れれ
、、

日日
本本
はは
▽▽
金金

個個
▽▽
銀銀

個個

▽▽
銅銅

個個
のの
計計

個個
のの
メメ
ダダ
ルル
をを
獲獲
得得
しし
、、
金金
メメ
ダダ
ルル
数数
、、
メメ
ダダ
ルル
総総
数数
とと
もも
にに
海海
外外
でで

開開
催催
ささ
れれ
たた
五五
輪輪
でで
はは
過過
去去
最最
多多
をを
記記
録録
しし
まま
しし
たた
。。

まま
たた
、、
大大
谷谷
翔翔
平平
選選
手手
はは
、、
ごご
結結
婚婚
そそ
しし
てて
５５
００

５５
００
達達
成成
やや
両両
リリ
ーー
ググ
でで
のの
満満
票票
ＭＭ

ＶＶ
ＰＰ
のの
２２
年年
連連
続続
獲獲
得得
をを
はは
じじ
めめ
、、
メメ
ジジ
ャャ
ーー
リリ
ーー
ググ
史史
にに
数数
々々
のの
記記
録録
をを
残残
しし
まま
しし
たた

しし
、、
日日
本本
郵郵
政政
ググ
ルル
ーー
ププ
女女
子子
陸陸
上上
部部
創創
部部
１１００
周周
年年
をを
クク
イイ
ーー
ンン
ズズ
駅駅
伝伝
優優
勝勝
とと
いい
うう
最最
高高

のの
形形
でで
祝祝
うう
ここ
とと
がが
でで
きき
たた
なな
どど
、、
明明
るる
いい
話話
題題
もも
多多
くく
ああ
りり
まま
しし
たた
。。

まま
だだ
まま
だだ
物物
価価
のの
上上
昇昇
がが
収収
まま
らら
ずず
生生
活活
へへ
のの
影影
響響
はは
続続
きき
そそ
うう
でで
すす
がが
、、
本本
年年
がが
皆皆
ささ

まま
にに
とと
りり
まま
しし
てて
、、
ごご
健健
勝勝
でで
幸幸
多多
きき
一一
年年
とと
なな
りり
まま
すす
よよ
うう
ごご
祈祈
念念
申申
しし
上上
げげ
、、
年年
頭頭
のの

ああ
いい
ささ
つつ
とと
いい
たた
しし
まま
すす
。。

ＪＪＰＰ労労組組新新潟潟連連絡絡協協議議会会 

議議 長長  福福 井井 正正 史史 
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【名槍 日本号】

長
寿
で
健
康

生
き
生
き
コ
ー
ナ
ー

【【浪浪速速恋恋ししぐぐれれ】】 

貧貧
しし
いい
農農
家家
にに
生生
まま
れれ
たた
私私
はは
中中

学学
卒卒
業業
とと
同同
時時
にに
農農
業業
にに
従従
事事
、、
全全
てて

手手
作作
業業
のの
時時
代代
でで
そそ
れれ
はは
過過
酷酷
なな
毎毎

日日
だだ
っっ
たた
。。

何何
とと
かか
しし
なな
けけ
れれ
ばば
自自
分分
のの
身身
体体

がが
持持
たた
なな
いい
とと
考考
ええ
てて
いい
たた
矢矢
先先
にに

年年
賀賀
状状
だだ
けけ
のの
配配
達達
をを
頼頼
まま
れれ
たた
縁縁

でで
郵郵
便便
局局
のの
臨臨
時時
職職
員員
とと
なな
りり
、、
以以
後後

農農
業業
とと
のの
兼兼
業業
でで
家家
をを
守守
っっ
たた
がが
、、
相相

変変
わわ
らら
ずず
のの
貧貧
しし
いい
生生
活活
でで
健健
康康
状状

態態
もも
良良
くく
なな
かか
っっ
たた
。。 

世世
のの
中中
のの
景景
気気
がが
良良
くく 

なな
りり
、、
郵郵
便便
局局
はは
ダダ
イイ
レレ 

クク
トト
メメ
ーー
ルル
等等
がが
大大
量量
にに 

出出
回回
りり
配配
達達
がが
追追
いい
つつ
かか 

         

ずず
、、
臨臨
時時
職職
員員
のの
自自
局局
採採
用用
試試
験験
がが
ああ

りり
二二
十十
歳歳
でで
正正
規規
職職
員員
とと
なな
っっ
たた
。。 

そそ
れれ
かか
らら
はは
社社
会会
勉勉
強強
のの
たた
めめ
無無

料料
のの
講講
習習
会会
等等
をを
探探
しし
てて
積積
極極
的的
にに

参参
加加
しし
、、「「
何何
事事
にに
もも
挑挑
戦戦
」」
がが
ここ
のの
頃頃

かか
らら
始始
まま
っっ
たた
。。 

結結
婚婚
後後
、、
体体
調調
もも
良良
くく
なな
りり
様様
々々
なな

処処
にに
顔顔
をを
出出
すす
よよ
うう
にに
なな
っっ
たた
。。
まま

たた
、、
小小
学学
校校
やや
中中
学学
校校
のの
ＰＰ
ＴＴ
ＡＡ
会会
長長

をを
引引
きき
受受
けけ
、、
会会
社社
のの
社社
長長
ささ
んん
等等
、、

学学
識識
のの
ああ
るる
方方
とと
もも
おお
付付
きき
合合
いい
をを

すす
るる
よよ
うう
にに
なな
りり
、、
楽楽
しし
くく
社社
会会
勉勉
強強

がが
でで
きき
たた
。。
郵郵
便便
局局
でで
はは
簡簡
保保
のの
外外
務務

員員
とと
しし
てて
働働
きき
、、
全全
逓逓
三三
条条
支支
部部
のの
共共

済済
専専
門門
委委
員員
にに
もも
暫暫
くく
携携
わわ
りり
、、
おお
蔭蔭 

    

【名槍 日本号】

～～～～～～～～～～ ～～～～～～～～～～

88888888888888333333333歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳））））））））

でで
助助
けけ
合合
いい
のの
精精
神神
がが
身身
にに
染染
みみ
つつ
いい

たた
。。 家家

のの
事事
情情
にに
よよ
りり
五五
十十
二二
歳歳
でで
郵郵
便便

局局
をを
早早
期期
退退
職職
しし
、、
土土
地地
のの
有有
効効
活活
用用
にに

よよ
るる
不不
動動
産産
貸貸
付付
でで
生生
計計
をを
立立
てて
るる
ここ

とと
にに
しし
たた
。。
そそ
うう
しし
たた
らら
思思
いい
もも
よよ
らら
ずず

町町
内内
のの
自自
治治
会会
長長
をを
任任
せせ
らら
れれ
、、
六六
年年
間間

務務
めめ
たた
らら
今今
度度
はは
三三
条条
市市
議議
会会
議議
員員
にに

告告
示示
一一
ヶヶ
月月
前前
にに
立立
候候
補補
をを
決決
意意
しし
、、
結結

果果
上上
位位
当当
選選
をを
ささ
せせ
てて
いい
たた
だだ
いい
たた
。。
しし

かか
しし
議議
員員
活活
動動
はは
自自
分分
にに
はは
適適
ささ
なな
いい

とと
悟悟
りり
、、
二二
期期
でで
議議
員員
をを
辞辞
めめ
地地
域域
ココ
ミミ

ュュ
ニニ
テテ
ィィ
をを
立立
ちち
上上
げげ
、、
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア

活活
動動
にに
専専
念念
すす
るる
とと
とと
もも
にに
ララ
イイ
オオ
ンン

ズズ
クク
ララ
ブブ
会会
長長
やや
ググ
ララ
ンン
ドド
ゴゴ
ルル
フフ
のの 

   
 

   

会会
長長
、、
神神
社社
のの
総総
代代
会会
長長
、、
シシ
ルル
ババ
ーー
人人

材材
セセ
ンン
タタ
ーー
のの
互互
助助
会会
会会
長長
とと
、、
断断
るる
事事

がが
下下
手手
なな
自自
分分
にに
呆呆
れれ
てて
しし
まま
うう
。。 

大大
勢勢
のの
人人
がが
喜喜
んん
でで
くく
れれ
るる
姿姿
はは
何何

よよ
りり
のの
生生
きき
甲甲
斐斐
。。
ググ
ララ
ンン
ドド
ゴゴ
ルル
フフ
のの

県県
大大
会会
をを
三三
条条
でで
開開
いい
たた
時時
はは
、、
数数
人人
のの

郵郵
便便
局局
退退
職職
者者
にに
逢逢
ええ
てて
嬉嬉
しし
かか
っっ
たた
。。 

七七
十十
五五
歳歳
でで
日日
本本
舞舞
踊踊
をを
習習
いい
始始
めめ
、、

忙忙
しし
いい
毎毎
日日
がが
一一
番番
のの
健健
康康
法法
かか
とと
思思

っっ
てて
いい
たた
らら
、、
昨昨
年年
自自
治治
会会
長長
がが
体体
調調
をを

崩崩
しし
二二
回回
目目
のの
会会
長長
をを
務務
めめ
てて
いい
るる
。。
一一

千千
世世
帯帯
のの
町町
内内
のの
自自
治治
会会
長長
はは
受受
けけ
手手

がが
なな
くく
、、
八八
十十
三三
歳歳
のの
老老
人人
にに
はは
強強
力力
すす

ぎぎ
るる
ボボ
ケケ
防防
止止
薬薬
をを
飲飲
まま
せせ
らら
れれ
、、
現現
在在

奮奮
闘闘
中中
でで
ああ
るる
。。 

  

【【
俳俳
句句
】】  

※※ 

初初
入入
日日 

能能
登登
へへ
のの
祈祈
りり 

ヒヒ
スス
イイ
浜浜

※※ 

老老
いい
てて
ここ
そそ 

平平
和和
行行
進進 

喜喜
寿寿
のの
夏夏 

※※ 

派派
手手
好好
みみ 

スス
ーー
ツツ
にに
ネネ
クク
タタ
イイ 

敬敬
老老
日日 

※※ 

干干
柿柿
でで 

防防
犯犯
パパ
トト
もも 

風風
邪邪
知知
らら
ずず 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

上上
越越
支支
部部 

玉玉
久久
保保 

春春
光光 

【【
川川
柳柳
】】 

※※ 

ベベ
アア
知知
らら
んん 

ビビ
アア
なな
らら
毎毎
晩晩 

飲飲
んん
でで
いい
るる 

※※
「「
壁壁
」」
多多
しし 

知知
らら
ずず
にに
生生
きき
てて
たた 

六六
十十
年年 

※※ 

トト
ララ
ンン
ププ
をを 

引引
いい
たた
カカ
ーー
ドド
はは 

ジジ
ョョ
ーー
カカ
ーー
かか
～～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

新新
潟潟
連連
協協 

詠詠
みみ
人人
知知
らら
ずず 

 

投投稿稿ココーーナナーー
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田 村 敏 明 新潟 萬 羽 豊 中越 鈴 木 真 一 新潟

豊 島 寛 新潟 小 見 山 覚 中越 岸 本 昭 下越

本 間 吉 治 新潟 山 岸 和 久 中越 杉 山 日 登 美 西蒲原

鈴 木 睦 雄 新潟 宮 島 豊 中越 中 山 正 寿 三条

小 林 孝 雄 新潟 岩 下 正 広 中越 庭 野 唯 一 魚沼

古 川 正 明 新潟 池 田 徹 也 中越 中 村 照 子 魚沼

中 嶋 健 一 下越 内 山 照 幸 中越 齋 藤 高 司 上越

佐 藤 儀 一 下越 佐 々 木 久 美 中越 五 十 嵐 彰 上越

松 村 久 子 下越 杵 淵 行 雄 中越 倉 又 哲 也 上越

白 又 利 之 新津 秋 山 邦 彦 中越 倉 橋 美 榮 子 上越

羽 下 正 昭 新津 細 野 政 雄 上越 ７月 鈴 木 順 一 西蒲原

増 田 一 徳 新津 山 岸 修 上越 ８月 保 坂 昭 上越

堀 越 新 一 中越 伊 藤 百 合 子 西蒲原 ９月 椎 谷 緑 下越

　今回、与党を過半数割れに追い込むとともに、立憲民主党も148議席を獲得し勢力を大きく伸ばすことができました。

４

月

“小沢まさひと”の勝利に向け全力で闘い抜きましょう。

　第５０回衆議院議員総選挙（10月15日公示、

27日投開票）にＪＰ労組信越地本で推薦した候補者

全員（9名）が当選しました。この間の組合員、

退職者の会会員とご家族を含めた多くの皆さまの

ご奮闘に心より敬意を表します。

　【【第第５５００回回衆衆議議院院選選挙挙総総選選挙挙 結結果果】】

５

月

【ＪＰ労組信越推薦候補（新潟選挙区）】

＜敬称略＞

４

月

　私たちが目指す働き方や暮らしを守り、より良い日本社会をつくるため、この勢い・流れを持続し、来夏の決選

新潟 三条

佐渡 中越

下越 魚沼

新津 上越

西蒲原 計

＜支部別拡大数＞

年年 度度 新新 規規 会会 員員

選挙区 氏名 政党 得票数 結果・期数

新潟１区 西村　智奈美 立憲民主党 当選・７期

新潟２区 菊田　真紀子 立憲民主党 当選・８期

新潟３区 黒岩　宇洋 立憲民主党 当選・４期

新潟４区 米山　隆一 立憲民主党 当選・２期

新潟５区 梅谷  　守 立憲民主党 当選・２期
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慶事 月 お名前 支部 月 お名前 支部 ご逝去日

西 牧 直 治 佐渡 星 野 修 二 西蒲原 1日

中 山 好 夫 新津 野 崎 ト ミ 三条 3日

柳 沢 貞 広 新津 五 十 嵐 澄 雄 新津 3日

吉 沢 八 郎 新津 小 杉 勝 美 三条 5日

地 濃 勝 栄 新津 竹 前 克 威 下越 15日

菊 地 健 一 中越 町 永 正 博 中越 28日

笠 輪 勇 中越 橋 本 正 隆 上越 4日

中 島 章 魚沼 水 島 誠 下越 13日

丸 山 知 正 魚沼 金 森 一 男 上越 22日

井 口 一 魚沼 松 澤 洋 治 上越 29日

小 山 賢 二 上越 中 村 与 志 夫 中越 5日

布 施 守 上越 橋 爪 進 上越 7日

相 澤 成 一 上越 田 中 真 一 中越 10日

中 西 英 雄 上越 渡 辺 徳 治 三条 10日

菊 池 敏 朗 佐渡 2023年 小 林 元 平 三条 4月30日

森 岡 武 夫 新潟 2024年 吉 野 誠 司 郎 中越 7月29日

坂 井 幸 夫 新潟

佐 久 間 貞 吉 新潟

髙 見 貞 次 新潟

田 辺 栄 子 新津

近 藤 和 衛 新津

本 間 義 信 中越

古 川 政 繁 上越

白 川 正 幸 上越

三 浦 正 郎 上越

遠 藤 光 男 新潟

岡 本 誠 新潟

塩 田 忠 彦 下越

石 井 豊 造 下越

渡 辺 信 一 下越

大 橋 寿 西蒲原

西 脇 安 三 郎 中越

近 藤 勇 吉 中越

内 山 耕 作 中越

杉 茂 太 市 中越

植 木 孝 中越

喜喜
　
　
　
寿寿
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月

１１

月

【敬称略】

【敬称略】

９

月

９

月

１０

月

１１

月

おお悔悔ややみみ申申しし上上げげまますす

おおお 知知知知 ららら せせせ コココ ーー ナナナ ーー

◆
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。２

０
２
４
年
を
振
り
返
る
と
日
本
社

会
が
大
き
く
動
い
た
年
だ
っ
た
と
感
じ

る
。
そ
れ
は
、
１
２
年
間
に
及
ん
だ
自

民
党
１
強
政
治
が
終
焉
し
た
こ
と
に
尽

き
る
。
公
文
書
の
「
偽
造
・
捏
造
・
隠

蔽
」
や
森
友
・
加
計
学
園
問
題
、
桜
を

見
る
会
、
そ
し
て
、
止
め
は
「
裏
金
事

件
」
。
数
の
力
を
背
景
に
や
り
た
い
放

題
の
政
権
運
営
に
国
民
の
鉄
槌
が
下
っ

た
。
正
に
「
驕
る
平
家
は
久
し
か
ら
ず
」

◆
し
か
し
、
そ
れ
で
も
政
権
交
代
は
起

こ
ら
な
か
っ
た
。
自
民
党
に
は
辟
易
し

た
が
、
ま
だ
立
憲
民
主
党
を
は
じ
め
と

す
る
野
党
に
は
国
政
は
任
せ
ら
れ
な
い

と
い
う
こ
の
結
果
が
国
民
の
バ
ラ
ン
ス

感
覚
な
の
か
。
今
こ
そ
立
憲
民
主
党
に

は
国
民
生
活
に
寄
り
添
っ
た
政
策
や
少

雑雑

感感

子
高
齢
社
会
に
お
け
る
持
続
可
能
な
国

家
観
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ
し
い
。

◆
そ
の
成
果
が
明
ら
か
に
な
る
の
が
、

私
た
ち
Ｊ
Ｐ
労
組
新
潟
連
協
退
職
者
の

会
で
い
え
ば
、
今
夏
の
第
２
７
回
参
議

院
議
員
選
挙
の
組
織
内
「
小
沢
ま
さ
ひ

と
」
と
新
潟
選
挙
区
「
打
越
さ
く
ら
」

の
当
選
を
勝
ち
取
る
こ
と
で
あ
る
。
今

選
挙
戦
を
通
じ
、
会
員
と
顔
を
合
わ
せ

る
こ
と
で
退
職
者
の
会
の
趣
旨
で
あ
る

「
親
睦
と
交
流
」
も
更
に
深
め
て
い
き

た
い
。
支
部
幹
事
・
班
長
の
皆
さ
ん
に

は
大
き
な
ご
負
担
を
お
掛
け
す
る
が
、

最
後
ま
で
ご
尽
力
を
お
願
い
し
た
い
。

◆
重
ね
て
注
目
事
を
も
う
一
点
。
大
き

な
関
心
は
今
年
も
ド
ジ
ャ
ー
ス
・
大
谷

翔
平
選
手
の
動
向
で
あ
る
。
復
活
す
る

投
打
の
二
刀
流
で
ど
の
様
な
活
躍
を
見

せ
て
く
れ
る
の
か
。
閉
塞
し
た
日
本
社

会
の
早
朝
か
ら
明
る
い
「
シ
ョ
ー
タ
イ

ム
」
を
提
供
し
て
く
れ
る
こ
と
を
心
待

ち
に
し
て
い
る
。


